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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)
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【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｍ  15/356    (2006.01)
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   Ｄ０６Ｍ  15/564    (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/51     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/123    (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/46     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  39/00     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｌ  75/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｂ  15/10     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月19日(2019.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維を被覆するための組成物であって、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤であって、該フィルム形成剤が、ポリビニ
ルピロリドンと、任意にポリ酢酸ビニルまたはポリウレタンの１つ以上とを含み、前記ポ
リビニルピロリドンが、１００００００～１７０００００の分子量を有する、フィルム形
成剤、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤であって、該相溶化剤が、シリコーンベースの
カップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、有機ジアル
デヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相溶化剤、
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ならびに
　水
を含む、前記組成物。
【請求項２】
　前記繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリアミド、
炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
　前記繊維が、１２０００本以下のフィラメントを含む炭素繊維束である、請求項２に記
載の組成物。
【請求項４】
　前記繊維が、約１０００～約６０００本のフィラメントを含む炭素繊維束である、請求
項２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンからなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記シリコーンベースのカップリング剤が、γ-アミノプロピルトリエトキシシラン(A-
1100)、n-トリメトキシシリルプロピルエチレンジアミン(A-1120)、γ-メタクリルオキシ
プロピルトリメトキシシラン(A-174)、γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシラン(A-1
87)、メチルトリクロロシラン(A-154)、メチルトリメトキシシラン(A-163)、γ-メルカプ
トプロピルトリメトキシシラン：(A-189)、ビス(3-[トリエトキシシリル]プロピル)テト
ラスルファン(A-1289)、γ-クロロプロピルトリメトキシシラン(A-143)、ビニルトリエト
キシシラン(A-151)、ビニル-トリス-(2-メトキシエトキシ)シラン(A-172)、ビニルメチル
ジメトキシシラン(A-2171)、ビニルトリアセトキシシラン(A-188)、オクチルトリエトキ
シシラン(A-137)、およびメチルトリエトキシシラン(A-162)の内の少なくとも１つを含む
、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン(A-110
0)と、メチルトリメトキシシラン(A-163)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメトキ
シシラン(A-174)の内の少なくとも１つとの混合物である、請求項１または６に記載の組
成物。
【請求項８】
　前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン(A-110
0)およびメチルトリメトキシシラン(A-163)を１：１～３：１の比で含む、請求項１また
は６に記載の組成物。
【請求項９】
　前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン(A-110
0)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)を１：１～３：１の比
で含む、請求項１または６に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含み、かつ前記相溶化剤が、１：１～
３：１の比のアミノプロピルトリエトキシシラン(A-1100)およびメチルトリメトキシシラ
ン(A-163)と、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモニウムとを含む、請求項１または
６に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含み、かつ前記相溶化剤が、１：１～
３：１の比のアミノプロピルトリエトキシシラン(A-1100)およびγ-メタクリルオキシプ
ロピルトリメトキシシラン(A-174)と、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモニウムと
を含む、請求項１または６に記載の組成物。
【請求項１２】
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　組成物で被覆された炭素繊維であって、該組成物が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤であって、該フィルム形成剤が、ポリビニ
ルピロリドンと、任意にポリ酢酸ビニルまたはポリウレタンの１つ以上とを含み、前記ポ
リビニルピロリドンが、１００００００～１７０００００の分子量を有する、フィルム形
成剤、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤であって、該相溶化剤が、シリコーンベースの
カップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、グルテルジ
アルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相溶化
剤、ならびに
　水
を含み、該炭素繊維が、約１２０００本未満のフィラメントを含む、前記炭素繊維。
【請求項１３】
　約０．５ｍｍ～約４．０ｍｍの幅を有する、請求項１２に記載の炭素繊維。
【請求項１４】
　エポキシ、ビニルエステル、およびウレタンフィルム形成剤の内の少なくとも１つを含
むサイズ剤組成物で被覆されている炭素である、請求項１２に記載の炭素繊維。
【請求項１５】
　繊維-強化複合体であって、以下、
　その上に被膜を有する複数の強化繊維であって、該被膜が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤であって、該フィルム形成剤が、ポリビニ
ルピロリドンと、任意にポリ酢酸ビニルまたはポリウレタンの１つ以上とを含み、前記ポ
リビニルピロリドンが、１００００００～１７０００００の分子量を有する、フィルム形
成剤、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤であって、該相溶化剤が、シリコーンベースの
カップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、有機ジアル
デヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相溶化剤、
ならびに
　水、
を含む、複数の強化繊維と、
　ポリマー樹脂物質と、
を含む、前記繊維-強化複合体。
【請求項１６】
　前記強化繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリアミ
ド、炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、請求項
１５に記載の繊維-強化複合体。
【請求項１７】
　前記四級アンモニウム系帯電防止剤が、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモニウム
を含む、請求項１５に記載の繊維-強化複合体。
【請求項１８】
　前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒド、グリコキサール、マロンジアルデヒ
ド、サクシジアルデヒド、およびフタルアルデヒドの内の１つ以上を含む、請求項１５に
記載の繊維-強化複合体。
【請求項１９】
　前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒドを含む、請求項１８に記載の繊維-強
化複合体。
【請求項２０】
　少なくとも５０ＭＰａの乾燥層間剪断強さを有する、請求項１５に記載の繊維-強化複
合体。
【請求項２１】
　少なくとも３０ＭＰａの熱/湿潤層間剪断強さを有する、請求項１５に記載の繊維-強化
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複合体。
【請求項２２】
　前記ポリマー樹脂物質が、ポリエステル樹脂、ビニルエステル樹脂、フェノール系樹脂
、エポキシ、ポリイミド、およびスチレンの内の少なくとも１つである、請求項１５に記
載の繊維-強化複合体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本開示に係る単数形の特徴または限定は、特段の指定がない限りまたは述べられている
文脈により、逆のことが明確に意味されていない限り、対応する複数形の特徴または限定
を含むものとし、およびその逆も真である。
　ここにおいて使用されているような方法または工程段階のあらゆる組合せは、特段の指
定がない限り、あるいは参照された組合せがなされている文脈によって逆のことが明確に
意味されていない限り、任意の順序で実施することができる。
　上記方法は、ここに記載された工程段階、並びにここに記載されたまたはそれ以外の有
用な任意の追加のまたは随意の工程段階を含み、これらからなり、またはこれらから本質
的になるものであり得る。
　幾つかの態様において、上記様々な発明の概念を、相互の組合せで利用することができ
る(例えば、模範的態様の第一、第二、その他の1種または2種以上を、相互の組合せで利
用し得る)。加えて、特別に開示された態様に関連するものとして述べられた任意の特定
の要素は、該特定の要素の組入れが該態様の明示された用語と矛盾しない場合、全ての開
示された態様と共に利用し得るものと解釈されるべきである。付随的利点および変更は、
当業者には容易に明らかになるであろう。従って、上記開示は、そのより広い局面におい
て、ここに提示された具体的な細部、表示されたおよび記載された代表的な装置、または
説明に役立つ実施例に限定されない。従って、本発明の一般的発明の概念に係る精神また
は範囲から逸脱すること無しに、このような細部から逸脱することが可能である。
　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕繊維を被覆するための組成物であって、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニルおよびポリウレタンの内の少なくとも１つを含む
、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、有
機ジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相
溶化剤の固形物、ならびに
　水
を含む、前記組成物。
〔２〕前記繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリアミ
ド、炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、前記〔
１〕に記載の組成物。
〔３〕前記繊維が、１２０００本以下のフィラメントを含む炭素繊維束である、前記〔２
〕に記載の組成物。
〔４〕前記繊維が、約１０００～約６０００本のフィラメントを含む炭素繊維束である、
前記〔２〕に記載の組成物。
〔５〕前記繊維が、約２０００～約３０００本のフィラメントを含む炭素繊維束である、
前記〔２〕に記載の組成物。
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〔６〕前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンからなる、前記〔１〕に記載の組成
物。
〔７〕前記ポリビニルピロリドンが、１００００００～１７０００００の分子量を有する
、前記〔６〕に記載の組成物。
〔８〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、γ-アミノプロピルトリエトキシシラ
ン(A-1100)、n-トリメトキシシリルプロピルエチレンジアミン(A-1120)、γ-メタクリル
オキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)、γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシラ
ン(A-187)、メチルトリクロロシラン(A-154)、メチルトリメトキシシラン(A-163)、γ-メ
ルカプトプロピルトリメトキシシラン：(A-189)、ビス(3-[トリエトキシシリル]プロピル
)テトラスルファン(A-1289)、γ-クロロプロピルトリメトキシシラン(A-143)、ビニルト
リエトキシシラン(A-151)、ビニル-トリス-(2-メトキシエトキシ)シラン(A-172)、ビニル
メチルジメトキシシラン(A-2171)、ビニルトリアセトキシシラン(A-188)、オクチルトリ
エトキシシラン(A-137)、およびメチルトリエトキシシラン(A-162)の内の少なくとも１つ
を含む、前記〔１〕に記載の組成物。
〔９〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン(A
-1100)と、メチルトリメトキシシラン(A-163)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメ
トキシシラン(A-174)の内の少なくとも１つとの混合物である、前記〔１〕または〔８〕
に記載の組成物。
〔１０〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびメチルトリメトキシシラン(A-163)を１：１～３：１の比で含む、前記〔
１〕または〔８〕に記載の組成物。
〔１１〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)を１：１～３：
１の比で含む、前記〔１〕または〔８〕に記載の組成物。
〔１２〕前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含み、かつ前記相溶化剤が、１
：１～３：１の比のアミノプロピルトリエトキシシラン(A-1100)およびメチルトリメトキ
シシラン(A-163)と、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモニウムとを含む、前記〔１
〕または〔８〕に記載の組成物。
〔１３〕前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含み、かつ前記相溶化剤が、１
：１～３：１の比のアミノプロピルトリエトキシシラン(A-1100)およびγ-メタクリルオ
キシプロピルトリメトキシシラン(A-174)と、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモニ
ウムとを含む、前記〔１〕または〔８〕に記載の組成物。
〔１４〕繊維を被覆するための組成物であって、
　ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを
含む、フィルム形成剤、
　シリコーンベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップ
リング剤、グルテルジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくと
も１つを含む、相溶化剤、ならびに
　水
から本質的になる、前記組成物。
〔１５〕前記繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリア
ミド、炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、前記
〔１４〕に記載の組成物。
〔１６〕前記繊維が、１２０００本以下のフィラメントを含む炭素繊維束である、前記〔
１５〕に記載の組成物。
〔１７〕前記繊維が、約１０００～約６０００本のフィラメントを含む炭素繊維束である
、前記〔１５〕に記載の組成物。
〔１８〕前記繊維が、約２０００～約３０００本のフィラメントを含む炭素繊維束である
、前記〔１５〕に記載の組成物。
〔１９〕複数の強化繊維とポリマーマトリックス物質とを相溶化するための方法であって
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、該強化繊維を被覆組成物で被覆する工程を含み、該被覆組成物が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを含
む、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、有
機ジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相
溶化剤の固形物、ならびに
　水
を含む、前記方法。
〔２０〕前記強化繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポ
リアミド、炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、
前記〔１９〕に記載の方法。
〔２１〕前記強化繊維が、炭素繊維である、前記〔１９〕に記載の方法。
〔２２〕前記強化繊維を前記被覆組成物で被覆する前に、該強化繊維をサイズ剤組成物で
被覆して該サイズ剤組成物を乾燥する、前記〔１９〕に記載の方法。
〔２３〕前記サイズ剤組成物が、エポキシ、ビニルエステル、およびウレタンフィルム形
成剤の内の少なくとも１つを含む、前記〔２２〕に記載の方法。
〔２４〕前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含む、前記〔１９〕に記載の方
法。
〔２５〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、γ-アミノプロピルトリエトキシシ
ラン(A-1100)、n-トリメトキシシリルプロピルエチレンジアミン(A-1120)、γ-メタクリ
ルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)、γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシ
ラン(A-187)、メチルトリクロロシラン(ArI 54)、メチルトリメトキシシラン(A-163)、γ
-メルカプトプロピルトリメトキシシラン：(A-189)、ビス(3-[トリエトキシシリル]プロ
ピル)テトラスルファン(A-1289)、γ-クロロプロピルトリメトキシシラン(A-143)、ビニ
ルトリエトキシシラン(A-151)、ビニル-トリス-(2-メトキシエトキシ)シラン(A-172)、ビ
ニルメチルジメトキシシラン(A-2171)、ビニルトリアセトキシシラン(A-188)、オクチル
トリエトキシシラン(A-137)、およびメチルトリエトキシシラン(A-162)の内の少なくとも
１つを含む、前記〔１９〕に記載の方法。
〔２６〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)と、メチルトリメトキシシラン(A-163)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリ
メトキシシラン(A-174)の内の少なくとも１つとの混合物である、前記〔１９〕に記載の
方法。
〔２７〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびメチルトリメトキシシラン(A-163)を１：１～３：１の比で含む、前記〔
１９〕に記載の方法。
〔２８〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)を、１：１～３
：１の比で含む、前記〔１９〕に記載の方法。
〔２９〕前記四級アンモニウム系帯電防止剤が、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモ
ニウムを含む、前記〔１９〕に記載の方法。
〔３０〕前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒド、グリコキサール、マロンジア
ルデヒド、サクシジアルデヒド、およびフタルアルデヒドの内の１つ以上を含む、前記〔
１９〕に記載の方法。
〔３１〕前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒドを含む、前記〔１９〕に記載の
方法。
〔３２〕組成物で被覆された炭素繊維であって、該組成物が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを含
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む、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、グ
ルテルジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む
、相溶化剤の固形物、ならびに
　水
を含み、該炭素繊維が、約１２０００本未満のフィラメントを含む、前記炭素繊維。
〔３３〕約１００００本未満のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔３４〕約８０００本未満のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔３５〕約６０００本未満のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔３６〕約４０００本未満のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔３７〕約２０００本未満のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔３８〕約２０００～約３０００本のフィラメントを含む、前記〔３２〕に記載の炭素繊
維。
〔３９〕約０．５ｍｍ～約４．０ｍｍの幅を有する、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔４０〕エポキシ、ビニルエステル、およびウレタンフィルム形成剤の内の少なくとも１
つを含むサイズ剤組成物で被覆されている炭素である、前記〔３２〕に記載の炭素繊維。
〔４１〕繊維-強化複合体であって、以下、
　その上に被膜を有する複数の強化繊維であって、該被膜が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを含
む、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、有
機ジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む、相
溶化剤の固形物、ならびに
　水、
を含む、複数の強化繊維と、
　ポリマー樹脂物質と、
を含む、前記繊維-強化複合体。
〔４２〕前記強化繊維が、ガラス、炭素、アラミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポ
リアミド、炭化ケイ素（ＳｉＣ）、および窒化ホウ素繊維の内の少なくとも１つを含む、
前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４３〕前記フィルム形成剤が、ポリビニルピロリドンを含む、前記〔４１〕に記載の繊
維-強化複合体。
〔４４〕前記ポリビニルピロリドンが、１００００００～１７０００００の分子量を有す
る、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４５〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、γ-アミノプロピルトリエトキシシ
ラン(A-1100)、n-トリメトキシシリルプロピルエチレンジアミン(A-1120)、γ-メタクリ
ルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)、γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシ
ラン(A-187)、メチルトリクロロシラン(ArI 54)、メチルトリメトキシシラン(A-163)、γ
-メルカプトプロピルトリメトキシシラン：(A-189)、ビス(3-[トリエトキシシリル]プロ
ピル)テトラスルファン(A-1289)、γ-クロロプロピルトリメトキシシラン(A-143)、ビニ
ルトリエトキシシラン(A-151)、ビニル-トリス-(2-メトキシエトキシ)シラン(A-172)、ビ
ニルメチルジメトキシシラン(A-2171)、ビニルトリアセトキシシラン(A-188)、オクチル
トリエトキシシラン(A-137)、およびメチルトリエトキシシラン(A-162)の内の少なくとも
１つを含む、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４６〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)と、メチルトリメトキシシラン(A-163)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリ
メトキシシラン(A-174)の内の少なくとも１つとの混合物である、前記〔４１〕または前
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記〔４５〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４７〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびメチルトリメトキシシラン(A-163)を１：１～３：１の比で含む、前記〔
４１〕または前記〔４５〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４８〕前記シリコーンベースのカップリング剤が、アミノプロピルトリエトキシシラン
(A-1100)およびγ-メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)を１：１～３：
１の比で含む、前記〔４１〕または前記〔４５〕に記載の繊維-強化複合体。
〔４９〕前記四級アンモニウム系帯電防止剤が、硫酸トリエチルアルキルエーテルアンモ
ニウムを含む、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔５０〕前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒド、グリコキサール、マロンジア
ルデヒド、サクシジアルデヒド、およびフタルアルデヒドの内の１つ以上を含む、前記〔
４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔５１〕前記有機ジアルデヒドが、グルテルジアルデヒドを含む、前記〔５０〕に記載の
繊維-強化複合体。
〔５２〕少なくとも５０ＭＰａの乾燥層間剪断強さを有する、前記〔４１〕に記載の繊維
-強化複合体。
〔５３〕少なくとも６０ＭＰａの乾燥層間剪断強さを有する、前記〔４１〕に記載の繊維
-強化複合体。
〔５４〕少なくとも３０ＭＰａの熱/湿潤層間剪断強さを有する、前記〔４１〕に記載の
繊維-強化複合体。
〔５５〕少なくとも５０ＭＰａの熱/湿潤層間剪断強さを有する、前記〔４１〕に記載の
繊維-強化複合体。
〔５６〕前記ポリマー樹脂物質が、ポリエステル樹脂、ビニルエステル樹脂、フェノール
系樹脂、エポキシ、ポリイミド、およびスチレンの内の少なくとも１つである、前記〔４
１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔５７〕前記強化繊維が、約１２０００本以下のフィラメントを含む炭素繊維である、前
記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔５８〕前記強化繊維が、約１０００～約１２０００本のフィラメントを含む炭素繊維で
ある、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔５９〕前記強化繊維が、約２０００～約６０００本のフィラメントを含む炭素繊維であ
る、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔６０〕前記強化繊維が、約２０００～約３０００本のフィラメントを含む炭素繊維であ
る、前記〔４１〕に記載の繊維-強化複合体。
〔６１〕分割されポスト-コート処理された炭素繊維束を形成する方法であって、
　炭素繊維トウを準備する工程であって、該炭素繊維トウが、サイズ剤組成物で被覆され
た少なくとも２４０００本のフィラメントを含む、工程、
　該少なくとも１つの炭素繊維トウにポスト-コート組成物を適用する工程、および
　該炭素繊維トウを、約１２０００本以下のフィラメントを含む少なくとも１つの炭素繊
維束に分離する工程、
を含み、該ポスト-コート組成物が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを含
む、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤、チタネートカップリング剤、ジルコネートカップリング剤、グ
ルテルジアルデヒド、および四級アンモニウム系帯電防止剤の内の少なくとも１つを含む
、相溶化剤の固形物、ならびに
　水
を含む、前記方法。
〔６２〕前記炭素繊維トウが、少なくとも約５００００本のフィラメントを含む、前記〔
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６１〕に記載の方法。
〔６３〕前記炭素繊維束が、約１００００本以下のフィラメントを含む、前記〔６１〕に
記載の方法。
〔６４〕前記炭素繊維束が、約８０００本以下のフィラメントを含む、前記〔６１〕に記
載の方法。
〔６５〕前記炭素繊維束が、約６０００本以下のフィラメントを含む、前記〔６１〕に記
載の方法。
〔６６〕前記炭素繊維束が、約４０００本以下のフィラメントを含む、前記〔６１〕に記
載の方法。
〔６７〕前記炭素繊維束が、約２０００本以下のフィラメントを含む、前記〔６１〕に記
載の方法。
〔６８〕前記炭素繊維束が、約２０００～約３０００本のフィラメントを含む、前記〔６
１〕に記載の方法。
〔６９〕前記炭素繊維束が、約０．５ｍｍ～約４．０ｍｍの幅を有する、前記〔６１〕に
記載の方法。
〔７０〕前記サイズ剤組成物が、エポキシ、ビニルエステル、およびウレタンフィルム形
成剤の内の少なくとも１つを含む、前記〔６１〕に記載の方法。
〔７１〕組成物で被覆された炭素繊維であって、該組成物が、
　約０．５～約５．０質量％のフィルム形成剤の固形物であって、該フィルム形成剤が、
ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、およびポリウレタンの内の少なくとも１つを含
む、フィルム形成剤の固形物、
　約０．０５～約２．０質量％の相溶化剤の固形物であって、該相溶化剤が、シリコーン
ベースのカップリング剤を含み、該カップリング剤が、１：１～３：１の比の、アミノプ
ロピルトリエトキシシラン(A-1100)と、メチルトリメトキシシラン(A-163)およびγ-メタ
クリルオキシプロピルトリメトキシシラン(A-174)の内の少なくとも１つとの混合物であ
る、相溶化剤の固形物、ならびに
　水
を含み、該炭素繊維が、１２０００本未満のフィラメントを含む、前記炭素繊維。
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